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府立岬高等学校 

校長 中村 公一 

 

令和４年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

個々の生徒の状況に応じた支援を行う「寄り添う」教育、多角的なアプローチによる「粘り強い」教育を実践することにより、生徒の自尊感情を高め、社会

参加に必要な力を育み、目的を持って豊かな生活を送ることができる人材を育成する。 

 

２ 中期的目標 

１ エンパワメントスクールの教育内容の充実 

ＰＤＣＡサイクルで組織的に取り組む。 

ア 国社数理英の基礎科目及びエンパワメントタイムについて、担当者を中心に定期的に振り返りを実施し、必要に応じて修正を加えながら行う。 

イ 他のエンパワメントスクールとの情報共有を行う。 

※ 学校教育自己診断において、「モジュール授業に関する項目」の肯定的な意見を令和６年度には 85%とする。（Ｒ３ 83.5% Ｒ２ 84.5% Ｒ１ 72.7%）、

「エンパワメントタイムに関する項目」の肯定的な意見を令和６年度には 80%とする。（Ｒ３ 75.3% Ｒ２ 78.1% Ｒ１ 64.0%） 

 ウ ４つの系列科目の内容の充実 

※ 学校教育自己診断において、「系列に関する項目」の肯定的な意見を令和６年度には 80%とする。（Ｒ３ 72.3% Ｒ２ 71.1% Ｒ１ 70.1%） 

２ ３つの力（新たな自分を創造する力、人間関係を大切にする力、社会に貢献する力）を育む。 

（１）学習活動の充実 

ア 「わかる」「楽しい」を体験することで、自尊感情を高め、生徒が主体的に参加し、自ら学び、考える力を養成する。また、そのための環境整備を行う。 

※ グループ学習、少人数展開授業、公開授業、新しい教育機器活用等を通して授業力を向上させ、令和６年度において、授業アンケート「授業展開」

の平均値を４段階中 3.50 以上にする。＜Ｒ４ 3.40、Ｒ５ 3.45、Ｒ６ 3.50＞（Ｒ３ 3.29 Ｒ２ 3.33 Ｒ１ 3.18）また、授業アンケート「生徒意識

１」及び「生徒意識２」の平均値 3.2 以上を維持する。（Ｒ３ 3.19 3.21 Ｒ２ 3.25 3.25 Ｒ１ 3.11 3.13） 

イ 令和２年度入学生より新しくなった系列（マリンアドベンチャー、アクティブＩＴ、ソーシャルケア、ワールドトラベラー）の構築と内容の充実を図

る。 

ウ 特色ある学校設定の授業を実施する。 

（２）特別活動の充実 

   体育祭、文化祭、地域と連携する山海人プロジェクト等の全員参加型行事、地域活動等の希望参加型行事を実施する。 

  ※令和６年度においても全員参加型行事の山海人プロジェクト、体育祭、文化祭の事後アンケートにおける肯定意見 75%以上を維持する。（Ｒ３ 75%、

Ｒ２ 70%  Ｒ１ 65%）国際交流、地域活動等の希望者参加型行事の事後アンケート等ふりかえりにおける肯定意見 80%以上を維持する。 

（３）キャリア教育の充実 

ア 個々の生徒の状況に応じた支援を行う「寄り添う」、多角的なアプローチによる支援を行う「粘り強い」生徒指導の実践 

※学校教育自己診断における「高校にはいろいろなきまりがあって厳しいけれど、自分のためになっていると思う」の肯定的な意見を 70%以上にする。

（Ｒ３ 62.5% Ｒ２ 66.6% Ｒ１ 59.3%） 

イ 人権教育の推進 

※学校教育自己診断における「障がいのある人や外国の人と交流することで、ちがいを認めあうことの大切さを教えてくれる」を 70%にする。 

（Ｒ３ 68.6%  Ｒ２ 67.4% Ｒ１ 62.5%） 

ウ コミュニケーション能力の育成と人間関係構築への支援 

※学校教育自己診断における「エンパワメントタイムは将来、社会人として生きていくための力がつく授業だと思う」の肯定的意見について 70%以上

を維持し、令和６年度において 80%以上にする。（Ｒ３ 75.3% Ｒ２ 78.1% Ｒ１ 64.0%）とする。 

エ 望ましい職業観の育成と進路実現 

※系統的なキャリア教育により、自尊感情を育成し卒業時における進路未決定者を 10 人以下にする。（Ｒ３ 15 人 Ｒ２ 10 人 Ｒ１ ８人） 

 オ 国際感覚の育成 

※海外研修の実施等、国際交流の推進を図る。 

（４）インクルーシブ教育に向けた取組みの充実 

ア 高校生活支援カードの活用促進のため、カードを活用した個別の教育支援計画の作成、ケース会議の開催等、障がいの有無にかかわらず困り感のある

生徒の支援を行う。（高校生活支援カードの提出 100%を維持） 

イ 授業のユニバーサルデザイン化により基礎的環境整備を図る。 

※令和４年度において、授業アンケート「授業展開」の平均値を４段階中 3.35 以上にする。(Ｒ２ 3.33、Ｒ３ 3.29、Ｒ４ 3.35) 

ウ ＬＨＲや総合的な学習の時間を活用して、互いに違いを認め合い、共に生きる集団づくりを図る活動を実施する。 

※学校教育自己診断における「障がいのある人や外国の人と交流することで、ちがいを認めあうことの大切さを教えてくれる」を 70%にする。 

（Ｒ３ 68.6% Ｒ２ 67.4% Ｒ１ 62.5%） 

エ 支援教育体制の整備 

多様な教育実践モデル校として、より生徒の教育的ニーズに応じた既成概念にとらわれないユニークなカリキュラムを考える。 

※多様な学び方に対応するための環境整備や集団づくり、体験学習を通して、生徒の自尊感情を高め、中途退学や不登校を防止する。 

（５）通級指導教室の充実 

 ア 先駆的な取組みや環境整備により、入級生徒の自尊感情の育成を図る。 

 ３ 人材の育成と管理 

ア 教員全体の資質向上のため、授業改善、組織運営を中心に、支援教育、教育相談、人権問題、社会人教育等、教職員からの要望に応じたテーマで講演

会や研修を実施する。※ミドルリーダーや外部講師による教員研修を年間 10 回実施する。 

イ 働き方改革の一環として、会議等の効率化を図る。 

４ 地域連携と広報活動 

ア 地域の小中学校への、点字等の本校の特色を活かした出前授業や、車いす体験ボランティアなどを継続する。 

イ 地域の人たちから学ぶ場を継続的に確保する。※参加依頼のある地域行事に生徒会や部活動、有志が１団体以上参加する。 

ウ 学校の取組みを発信する 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和 ４ 年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

「学校へ行くのが楽しい」が昨年より 10 ポイント上がり、個々の生徒

の状況に応じた支援が進んでいると思われる。系列授業やモジュール授業

の評価も上がり、「寄り添う」「粘り強い」教育ができつつある。 

遅刻指導に対する肯定的意見は上がっているが、頭髪・服装指導につい

ては下がっている。生徒指導の在り方も含め、指導のポイントを再検討す

第１回 

 部活動が盛んではないように見受けられるが、異学年交流をはじめ様々な経験ができる

ため、部活動が活発になってほしい。 

 岬高校の環境を生かし、運動をはじめ様々な活動をすべき。 

 部活動や学校の活動についてより広報活動をしてほしい。 
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る必要があると考える。 

１人１台端末の活用については、２，３年生で活用できていない。まず

は、教室内で保管し、いつでも活用できる環境をつくる必要がある。 

学校行事については、コロナの影響がなくなるにつれて、さらに肯定的

意見は増えると期待している。 

第２回 緊急対応のため、書面開催 

 豊かな地域資源の活用については、立地地域（岬町）の視点にとどまることなく、広域

の視野で郊外の姿・文化と都会の姿・文化（和歌山市は近い）を活用するような意識を持

ってほしい。 

 若い先生方とも平場で議論できる場があればよい。 

 中途退学者の防止の取り組みは、本当に大切な事である。頑張ってほしい。 

第３回 

 前年度よりも全体的に肯定的意見が増えている。これからも頑張ってほしい。 

中途退学を防ぐための学校で取り組んでいる内容 魅力づくり頑張ってほしい。 

子どもたちの自己肯定感が下がることが問題。弱みと思っている部分が見方を替えると

強みであることに気付いてほしい。 

安心メールの活用をもっと行ってほしい。月１でも良いので時間割の連絡などを配信し

てほしい。 

ｗｉｔｈコロナになっていくと思うので、ＰＴＡ活動を活発にしていきたい。 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[Ｒ３年度値] 自己評価 

１ エンパワメ
ントスクール
の教育内容の
充実 

ＰＤＣＡサイクルで
組織的に取り組む  
ア 国社数理英の基

礎科目及びエン
パワメントタイ
ムについて、担当
者を中心に定期
的に振返りを行
う 

 
 
イ 他のエンパワメ

ントスクールと
の情報共有を行
う 

ウ 系列科目の内容
の充実 

 
 
ア 担当者を中心に、振り返りの会議を

定期的に開催する 
  また、次年度以降の選択科目等につ

いて、生徒の状況を踏まえた修正を
行う 

 
 
 
 
イ 教育庁主催の会議等に担当者が出

席し、情報収集するとともに、職員
会議等においてフィードバックす
る 

ウ 定期考査ごとに、生徒の振り返りを
行う 

 
 
ア 学校教育自己診断において、「モジュール授業 

がよくわかる」「『エンパワメントタイム』に
関する項目」の肯定的な意見の割合をそれぞ
れ 80%、70%以上を維持するとともに、88%、
78%に近づける[83.5%・75.3%] 

 
 
 
 
イ 授業アンケートの全ての項目において、3.2 

以上とする[3.19～3.29] 
 
 
ウ 学校教育自己診断において、「系列に関する項

目」の肯定的な意見を 75%とする[ 72.3% ] 

 

ア 「国数英の授業は毎日30分

あるので学力がつくと思

う」86.5% 

「エンパワメントタイムは

将来、社会人として生きて

いくための力がつく授業だ

と思う」80.1% （◎） 

イ 3.25～3.36（◎） 

 

 

ウ 79.9%（◎） 

２（１） 
学習活動の
充実 

ア 「わかる」「楽し
い」を体験するこ
とで、自尊感情を
高め、生徒が主体
的に参加し、自ら
学び、考える力を
養成する 

 
 
 
 
 
 
 
 
イ ４つのコースの

内容を生徒にと
って、より魅力的
なものにする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 特色ある学校設

定の授業を実施
する 

ア  
① 学習環境を整え学習目標を明示し

て授業を始める 
②  身近な教材を取り上げ生徒の興味  

関心を引く。 
③  メリハリ・テンポ・リズムのある授

業を心がける 
④  考える・説明を聞く・黒板を写すな

どを明確に分ける 
⑤  具体的にほめる 
以上の５項目を教員が目標とする 

 
放課後等に生徒が自主的に学習できる
環境整備や取組みを行う 
 
イ 各コースで従前と異なる取組みを

検討する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 地域資源や環境を活用した魅力的

な授業を実施する 

ア 生徒向け授業アンケート「授業展開」の項目
において、全生徒の評価の平均が４段階中
3.30 とする[ 3.29 ] 
また、授業アンケート「生徒意識１」「生徒意
識２」の平均 3.1 以上を維持する[3.19 3.21] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 各コースで新しい取組みを１つ以上行う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 新たな取組みを１つ以上の実施 
 

ア「授業展開」の項目におい

て、平均が 3.33 （〇） 

生徒意識１    （〇） 

（①3.22 ②3.22） 

生徒意識２    （〇） 

（①3.22 ②3.24） 

 

 

 

 

 

イ アクティブＩＴ系列で

は、収穫した食材で調理実習、

マリンアドベンチャー系列で

は、竹材を使った筏づくりや

岸和田大阪鉄工金属団地の企

業見学、ソーシャルケア系列

では、車いすで学校から道の

駅までの実体験、ワールドト

ラベラー系列では、グローバ

ルパスポートの授業で、和歌

山大学の留学生との交流や、

関西国際空港で外国からの旅

行者と交流を行った。（〇） 

ウ 自己探求の授業で、作物

を育てるところから収穫、

調理までのプロセスを体

験。   （〇） 

２（２） 
特別活動の 
充実 

体育祭、文化祭、山海
人プロジェクト等の
全員参加型行事、国際
交流、地域活動等の希
望参加型行事を実施 

様々な行事の企画運営に、生徒会や希
望生徒を参加させ、生徒が興味関心を持
って取り組めるよう工夫する 
山海人プロジェクトの内容について、

雨天時のプログラム等を検討する 
広報誌等に活動を掲載してもらうな

ど、地域等への発信について検討する 

・全員参加型行事の山海人プロジェクト、体育祭、
文化祭の事後のアンケートにおける肯定意見
70%以上を維持する 

 
・希望者参加型行事の事後アンケート等振返りに
おける肯定意見を 80%以上にする 

・広報誌などへの掲載回数１回以上 

・山海人Ｐ 72.4%（〇） 

体育祭 82.4%（〇） 

文化祭 91.5%（〇） 

・地方鉄道交流会 100%（〇） 

 

・岬町広報 １回、 

こころＢＯＯＫ2023 １回

（〇） 
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２（３） 

キャリア 
教育の充実 

ア 「寄り添う」「粘り
強い」生徒指導の
実践 

 
 
 
 
 
イ  人権教育の推進 
 
 
 
 
ウ コミュニケーシ

ョン能力の育成
と人間関係構築
への支援 

エ 望ましい職業観
の育成と進路実
現 

オ 国際感覚の育成 

ア 多様な生徒の状況に応じた生徒支
援について学校運営協議会で聞く 

 
 
 
 
 
 
イ ＬＨＲや総合的な学習の時間に、人

権について学び、考える機会を設
け、人間関係を築く基本的なスキル
を身に付けるためのグループワー
ク等を行う 

ウ エンパワメントタイムの内容を他
学年のＬＨＲや総合的な学習の時
間で実施する 

 
エ １年次から進路実現を目標とした

ＨＲを計画し、講演や施設見学など
を実施し、職業観の育成に努める 

オ 海外異文化との交流を実施し、交流
内容の充実を図る 

ア 生徒のマナーについての学校運営協議会の意 

見を校内外での生徒指導に反映させ、通学路等

での指導を継続。自尊感情の観点を取り入れ、

生徒向け学校教育自己診断における「高校には

いろいろなきまりがあって厳しいけれど、自分

のためになっていると思う」の肯定的な意見を

68%以上にする[ 62.5% ] 

イ・ウ 

生徒向け学校教育自己診断における「障がい

のある人や外国の人と交流することで、ちが

いを認めあうことの大切さを教えてくれる」

を 70%以上にする[ 68.6% ] 

 

 

 

 

エ 卒業時における進路未決定者を 10 人以下に

する［15 名］ 

 

オ 年に１回海外異文化との交流を行う 

  ［未実施］ 

ア「高校にはいろいろきまり

があって厳しいけれど、自分

のためになっていると思う」 

66.5%（△） 

 

イ・ウ 

「障がいのある人や外国の人

と交流することで、ちがいを

認めあうことの大切さを教え

てくれる」73.6% （〇） 

 

 

 

エ 未定者 ８名（〇） 

 

オ サウジアラビア ジッタ日

本人学校との交流授業 １回 

 （〇） 

２（４）  
インクル 

  ーシブ教育   
 に向けた取 

組みの充実 

ア 高校生活支援カ
ードの活用 

 
 
イ 授業のユニバー

サルデザイン化 
ウ 共に生きる集団

づくりを図る活
動を実施する 

 
 
 
エ 支援教育体制の

充実 
  

ア 入学時に新入生全員に作成し、生徒
の状況を年度当初に共有 
配慮等が必要な生徒に対して、個
別の教育支援計画を作成 

イ 支援教育の観点により、２（１）の
授業づくりに取り組む 

ウ ＬＨＲや総合的な学習の時間に、
様々な人権課題について学び、考え
る機会を設けたり、人間関係を築く
基本的なスキルを身に付けるため
のグループワークを行ったりする
（再掲） 

エ 多様な学び方に対応するための環
境整備等の取組みにより、生徒の自
尊感情を高めることで、中途退学や
不登校を防止する 

ア 高校生活支援カードの提出100%を維持［100%］ 
  必要な生徒に個別の教育支援計画を作成 
 
 
イ・ウ ２（３）イ・ウと同じ 
 
 
 
 
 
 
 
エ 生徒が自分の得意な学び方が「わかる」機会

として、地域連携を活用した活動等を年に５
回以上開催する 

ア 提出率 100%（○） 

個別の教育支援計画作成（○） 

 

 

 

 

 

 

 

エ 地方鉄道交流会への参

加、スポゴミ甲子園出場、地元

ローカルテレビに出演し日ご

ろの活動を紹介するなどの活

動を計９回実施 （◎） 

２（５） 
通級指導教
室の充実 

ア 先駆的な取組み
や環境整備によ
り、入級生徒の自
尊感情の育成を
図る 

ア 入級生徒に対して、自尊感情を評価
するためのアンケートを実施 

  自立活動において、先駆的な取り組
みを行う 

  通級指導室の環境整備を行う 

ア 学期等の区切り毎にアンケートを実施し自尊
感情の変化を把握する 

  地域連携による先駆的な取組みを行う 
  特性に応じた環境整備を行う 

ア すべての入級生徒に対し

自尊感情アンケートを実施、

（〇） 

地域連携による取り組みを９

回実施。（〇） 

図書室の一部と空き倉庫をク

ールダウンとリラクゼーショ

ンのための部屋に改装。（○） 

３  
人材の育成と
管理 

ア 教員研修の充実 
 
 
イ 働き方改革の推

進 

ア ミドルリーダーや外部講師により、
授業改善、組織運営を中心とする研
修を行う 

イ 業務の効率化を図る 

ア ミドルリーダーや外部講師等による教員研修
を年間 10 回実施する［17 回］ 

  
イ 月当たり時間外勤務 45 時間以上の教職員を

20 人以内にする［22 人］ 

ア 24 回（◎） 
 

イ 一斉退庁日の周知徹底に

より、月当たり 11 人 （◎） 

４  
地域連携と広
報活動 

ア 地域の小学校へ
の、点字等本校の
特色を活かした
出前授業や、車い
す体験ボランテ
ィアなどを継続
する 

イ 地域の人たちか
ら学ぶ場を継続
的に確保する 

ウ 学校の取組みを
発信していく 

ア 取組みを継続する 
 
 
 
 
 
 
イ 参加依頼のある岬町内のつつじ祭

り、教育フェスタ等の地域行事に生
徒会や部活動、有志が参加する 

ウ 特色ある取組みの広報を行う 

ア 取組みを継続する［未実施］ 
 
 
 
 
 
 
イ 参加依頼のある地域行事に生徒会や部活動、

有志が１団体以上参加する［４団体］ 
 
ウ 通級指導教室の成果の共有と発信を行う 

ア 車いす体験ボランティア

を３年ぶりに実施（〇） 

 

 

 

イ ４団体が参加（○） 

 

ウ 随時見学受入れと泉南地

区支援教育研究会への学校説

明会実施（○） 
 


